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全国一般大阪 No773号(1/2)

【当面の日程】
【2026/01】

・01/07(水)15:00 関西ブロック企画会議 全国一般大阪事務所

・01/09(金)18:00 阪南地域協議会 大野コミュニティ

委託連合執行委員会 大野コミュニティ

18:30 府本部旗開き PLP会館5階大会議室

・01/16(金)18:30 青年女性部幹事会   全国一般大阪事務所

・01/17(土)10:00 関西ブロック2026春闘討論集会＆第31回総会

京都テルサ東館2階

・01/19(月)13:30 WEB_全国一般評議会第46回地方代表者会議

自治労会館

・01/20(火)16:00 府本部第3回組織強化委員会 PLP会館4階小B会議室

18:30 第4回執行委員会 全国一般大阪事務所

・01/21(水)18:30 府本部第4回執行委員会  PLP会館4階小B会議室

・01/23(金)18:30 東南地域協議会   サンビー労組

・01/24(土)15:30 ユニオンおおさか職場交流会 全国一般大阪事務所

・01/28(水)18:30 全国一般・公共民間共同行動委員会

       全国一般大阪事務所

【2026/02】

・02/01(日)10:00 全国一般大阪2026春闘討論集会 エルおおさか本館5階

・02/04(水)18:30 府本部第5回執行委員会 PLP会館4階小B会議室

・02/06(金)18:15 第2回五役会議 全国一般大阪事務所

・02/07(土)13:30 府本部第148回中央委員会 PLP会館5階大会議室

・02/11(水)15:00 第112回中小労働運動セミナー 全国一般大阪事務所

２
０
２
６
春
闘
方
針
草
案
を
協
議
！

第
3
回
執
行
委
員
会
を
開
催

全
国
一
般
大
阪
は
１
２
月
２
０
日
、
第
３
回
執
行
委
員
会
を
開
催
、

２
月
１
日
に
行
わ
れ
る
全
国
一
般
大
阪
２
０
２
６
春
闘
討
論
集
会
・
臨

時
大
会
に
向
け
て
２
０
２
６
春
闘
方
針
草
案
を
提
案
し
議
論
を
深
め
た
。

全
国
一
般
評
議
会
の
２
０
２
６
春
闘
討
論
集
会
が
１
２
月
１
４
～
１

５
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
討
論
集
会
で
は
２
０
２
６
春

闘
方
針
草
案
が
議
論
さ
れ
、
賃
上
げ
要
求
２
０
，
５
０
０
円
以
上
を
基

本
と
す
る
方
針
提
案
と
組
織
・
争
議
報
告
な
ど
も
あ
っ
て
活
発
な
討
論

が
な
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
連
合
の
２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
と
し
て
は
「
賃
上
げ
分

と
定
期
昇
給
分
含
め
て
５
％
以
上
、
中
小
労
組
に
つ
い
て
は
６
％
以

上
」
と
い
う
要
求
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
全
国
一
般
評

議
会
は
「
賃
金
引
上
げ
要
求
と
し
て
、
定
昇
込
み
の
賃
上
げ
要
求
７
％

以
上
、
２
０
，
５
０
０
円
以
上
」
を
要
求
基
準
と
し
て
い
る
。
そ
の
要

求
水
準
を
受
け
て
、
全
国
一
般
大
阪
と
し
て
は
同
額
に
し
た
い
と
書
記

長
が
提
案
し
た
。

そ
の
根
拠(

内
訳)

と
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分

４
，
５
０
０
円
（
２
％
）

②
生
活
の
維
持
・
向
上
分

１
３
，
０
０
０
円
（
５
％
）

③
格
差
是
正
・
配
分
の
歪
み

３
，
０
０
０
円
以
上

そ
の
他
の
提
案
と
し
て
は
「
２
０
２
６
春
闘
に
向
け
た
具
体
的
な
取

り
組
み
」
「
政
策
・
制
度
要
求
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
」
「
諸
課
題

へ
の
取
り
組
み
」
な
ど
に
つ
い
て
書
記
長
が
提
案
し
た
。

そ
の
他
に
も
雇
用
の
安
定
・
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
、
労
働
法
制

の
改
悪
に
反
対
し
権
利
を
拡
充
す
る
取
り
組
み
、
長
時
間
労
働
の
是

正
・
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
環
境
を
め
ざ
す
取
り
組
み
、
定
年
延
長
・
退
職
金
改
善
の
取

り
組
み
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を
実
現
す
る
取
り
組
み
、
な
ど
に
つ

い
て
の
提
案
が
さ
れ
た
。

今
後
は
来
月
に
開
催
さ
れ
る
第
４
回
執
行
委
員
会
ま
で
に
加
筆
や
修

正
を
施
し
て
、
改
め
て
提
案
及
び
協
議
を
し
、
全
国
一
般
大
阪
の
２
０

２
６
春
闘
方
針
案
を
固
め
て
い
く
。

提
案
は
２
０
２
６
年
２
月
１
日
に
開
催
さ
れ
る
２
０
２
６
春
闘
討
論

集
会
・
臨
時
大
会
に
向
け
て
の
全
国
一
般
大
阪
の
草
案
で
あ
り
、
そ
れ

ま
で
に
議
論
し
た
こ
と
を
改
め
て
修
正
補
強
し
、
当
日
に
代
議
員
な
ど

の
多
く
の
仲
間
が
参
加
す
る
中
で
活
発
な
議
論
を
行
い
、
２
０
２
６
春

闘
方
針
の
確
立
を
め
ざ
し
て
い
く
。

全国一般評議会2026春闘討論集会
全国一般評議会2026春闘討論集会が12月14～15日の2日間にかけ

て南部労政会館(東京都品川区)で開催、会場には約60名が参加をし

ていた。大阪からは福島委員長、宇野副委員長、太田書記長、村山

執行委員の4名が参加をした。

開会のあいさつを森口副議長が行い、座長は種井事務局次長が務

めた。冒頭のあいさつで藤沼議長は「10月に高市政権が誕生したが

政治の課題は山積している。2026春闘は昨年以上に厳しい闘いにな

ると予測される。組合員が団結をして様々な課題に取り組んで行か

なければならない」と激励した。続いて来賓あいさつとして、自治

労本部の木村副委員長、公共民間労組評議会の平間副議長がそれぞ

れあいさつを行った。その後、後藤事務局長が「全国一般2026春闘

方針草案」と「2026春闘調査報告」を提案した。全国一般評議会は、

①低賃金からの脱却②将来不安の脱却③格差是正を基本スタンスと

して前年同様、【定昇込みの賃上げ要求「20,500円以上・7％以

上」を統一要求とする】と提案がなされた。

休憩後、各地方労組から質疑や報告があり執行部が答弁を行った。

特別講演として「春闘の歴史と課題」というテーマで福島委員長が

講演を行った。その中で連合春闘の賃上げ要求の経緯、中小労働者

における春闘の今後の課題などに触れ、学習を深めた。その後、全

体で懇親会を行い交流を深めた。

2日目は、特別報告として石川、岡山、大分地方労組から組織拡

大や春闘の取り組み等を報告して、全体討議として質疑、報告など

全国一般大阪地方労働組合
２０２６春闘討論集会・臨時大会

《 日 時 》 ２月１日（日）１０時～１６時３０分
《 場 所 》 エルおおさか本館５階 視聴覚室
《 最寄駅 》京阪・大阪メトロ天満橋駅西へ300メートル
※みなさんの参加をお待ちしています。

   １/26(月)までに出欠報告お願いします。

特別講演をしている福島委員長

を行った。休憩後、集会のまとめを

藤沼議長が行った。閉会あいさつを

森口副議長が、団結ガンバロウを藤

沼議長が行い、02日間に渡って行わ

れた全国一般評議会2026春闘討論集

会が終了した。
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全国一般大阪 No773号(2/2)

全
国
一
般
大
阪
地
方
労
働
組
合

の
仲
間
の
皆
さ
ん
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
小
労
働
者
の
雇
用
と
生
活
そ
し

て
権
利
を
守
る
闘
い
に
日
夜
奮
闘

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
敬
意
を

表
し
ま
す
。

昨
年
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
復
活
し
、
大
方
の
予
想

通
り
、
全
世
界
に
関
税
戦
争
（
米
国
内
で
は
相
互
関
税
の
合

憲
性
が
州
裁
判
所
で
は
敗
訴
し
連
邦
控
訴
裁
で
審
議
中
）
を

仕
掛
け
ま
し
た
。
デ
イ
ー
ル
（
取
引
）
と
し
て
自
国
（
米

国
）
へ
の
投
資
を
約
束
さ
せ
、
米
国
第
一
を
徹
底
し
て
い
ま

す
。
ま
た
カ
ナ
ダ
を
51
番
目
の
米
州
に
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

（
デ
ン
マ
ー
ク
領
）
や
パ
ナ
マ
運
河
（
パ
ナ
マ
領
）
を
自
国

領
に
し
よ
う
と
す
る
な
ど
民
主
主
義
の
盟
主
を
名
乗
っ
て
い

た
米
国
が
破
壊
者
に
成
り
下
が
っ
て
い
ま
す
。
自
国
内
で
も
、

パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
連
帯
を
示
す
大
学
（
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と

レ
ッ
テ
ル
を
張
る
）
に
は
助
成
金
を
取
り
や
め
る
と
圧
力
を

掛
け
、
移
民
政
策
に
対
す
る
抗
議
デ
モ
に
は
州
兵
を
派
兵

（
当
該
州
知
事
の
意
向
無
視
）
す
る
な
ど
異
を
唱
え
る
者
に

は
ム
チ
を
振
り
、
権
力
の
本
音
を
む
き
出
し
に
し
て
い
ま
す
。

分
断
が
進
む
ア
メ
リ
カ
で
す
が
、
米
国
民
の
奮
起
に
期
待
す

る
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
権
威
主
義
国
家
が
世
界
の
半
数
を

占
め
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
自
由
と
人

権
そ
し
て
民
主
主
義
を
守
る
国
々
と
連
帯
し
て
労
働
者
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
を
め
ざ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
戦
後
80
年
の
節
目
の
年
と
し
て
首
相
談
話
に
積
極
的
で

あ
っ
た
石
破
首
相
（
当
時
）
で
す
が
、
党
内
の
反
発
（
戦
後

70
年
の
安
倍
首
相
談
話
で
総
括
済
み
と
の
主
張
）
に
よ
り
断

念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
内
閣
総
理
大
臣
所
感
と
い
う
形
に
な
り

ま
し
た
。
戦
後
50
年
（
１
９
９
５
年
）
の
村
山
談
話
以
降
、

60
年
、
70
年
と
歴
代
の
首
相
が
、
村
山
首
相
（
当
時
）
の
歴

史
認
識
を
引
き
継
い
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
石
破
前
首
相
は

“
先
の
戦
争
を
何
故
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
”

と
し
て
、
“
当
時
の
大
日
本
帝
国
憲
法
は
、
軍
隊
を
指
揮
す

る
権
限
で
あ
る
統
帥
権
が
独
立
し
て
い
て
、
「
文
民
統
制
」

の
原
則
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
最
大
の
問
題
で

あ
っ
た
”
と
従
来
よ
り
踏
み
込
ん
だ
所
感
を
表
明
し
ま
し
た
。

ま
た
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
象
徴
的
な
コ
メ
政
策
に
お
い
て
、

日
本
の
食
を
守
る
（
食
料
自
給
率
38
％
）
と
い
う
意
味
で
も
、

戦
後
の
日
本
の
農
業
政
策
の
基
本
で
あ
っ
た
減
反
か
ら
増
反

へ
と
政
策
転
換
を
図
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
「
石
破
お

ろ
し
」
の
声
が
大
き
く
な
る
中
、
昨
年
10
月
の
自
民
党
総
裁

選
に
は
不
出
馬
を
強
い
ら
れ
、
志
半
ば
で
の
続
投
断
念
と

な
り
ま
し
た
。
で
も
珍
し
く
首
相
続
投
の
声
が
リ
ベ
ラ

ル
を
中
心
に
上
が
り
ま
し
た
。

結
果
的
に
高
市
新
総
裁
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
政

治
と
カ
ネ
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
失
望
し
た
公
明
党
が

20
年
以
上
も
続
い
て
き
た
自
公
政
権
か
ら
離
脱
し
、
高

市
政
権
成
立
に
暗
雲
が
広
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
政
治

不
信
の
最
大
の
原
因
で
あ
る
「
企
業
・
団
体
献
金
の
見

直
し
問
題
」
を
「
衆
院
定
数
問
題
」
に
す
り
替
え
て
、

高
市
首
相
に
よ
る
自
維
連
立
政
権
が
発
足
し
ま
し
た

（
福
島
社
民
党
首
は
“
女
性
で
あ
れ
ば
誰
で
も
よ
い
わ

け
で
は
な
い
”
と
懸
念
）
。

（
驚
い
た
こ
と
に
）
失
い
か
け
て
い
た
保
守
強
硬
派
の

声
や
初
の
女
性
総
理
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
高
支
持
率
で

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
臨
時
国
会
に
お
い

て
早
速
、
高
市
首
相
の
持
論
で
あ
る
「
台
湾
有
事
は
存

立
危
機
事
態
」
や
「
非
核
三
原
則
（
持
た
ず
、
作
ら
ず
、

持
ち
込
ま
せ
ず
）
遵
守
明
言
せ
ず
」
と
言
っ
た
認
識
を

示
し
、
従
来
の
政
権
よ
り
タ
カ
派
的
発
言
を
行
っ
て
、

国
内
外
で
物
議
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
首
相
と
意

を
同
じ
く
す
る
維
新
と
の
連
立
に
よ
り
、
今
後
平
和
憲

法
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
よ
う
な
「
改
憲
・
緊
急
事
態

条
項
（
過
去
に
ヒ
ト
ラ
ー
が
合
憲
的
に
こ
の
条
項
を
悪

用
し
て
人
権
を
停
止
し
た
実
例
）
」
や
「
武
器
輸
出
三

原
則
の
空
洞
化
」
な
ど
軍
国
化
の
道
を
一
部
野
党
と
も

結
託
し
て
進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

更
に
政
権
が
成
立
を
目
指
し
て
い
る
「
ス
パ
イ
防
止

法
」
は
、
一
つ
間
違
え
ば
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領

が
政
敵
を
排
除
す
る
た
め
に
フ
ル
活
用
し
て
い
る
「
外

国
の
代
理
人
」
（
外
国
の
ス
パ
イ
）
の
よ
う
な
恐
怖
政

治
の
道
具
に
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
一
度
「
外
国
の
代
理

人
」
に
指
定
さ
れ
る
と
有
無
を
言
わ
さ
ず
組
織
解
体
や

逮
捕
・
処
罰
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
警
察
権
力
に

よ
る
冤
罪
事
件
が
絶
え
な
い
日
本
に
お
い
て
も
、
い
つ

の
日
か
私
も
あ
な
た
も
ス
パ
イ
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
労
働
組
合
は
真
っ
先
に
標
的
に
さ

れ
か
ね
ま
せ
ん
。
と
い
っ
て
も
、
現
在
の
労
働
組
合
は

権
力
か
ら
危
険
視
さ
れ
る
よ
う
な
組
織
と
見
な
さ
れ
て

い
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が…

（
残
念
）
。
こ
う
い
っ

た
動
き
を
見
て
い
る
と
、
自
公
政
権
時
代
に
公
明
党
が

「
下
駄
の
雪
」
と
揶
揄
さ
れ
な
が
ら
も
、
右
傾
化
へ
の

ブ
レ
ー
キ
役
を
果
た
し
て
き
た
と
い
う
の
も
あ
な
が
ち

否
定
で
き
ま
せ
ん
ね
。
そ
う
言
え
ば
、
高
市
首
相
が
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
と
初
会
談
を
行
う
と
き
に
、
ト
ラ
ン
プ

氏
を
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
推
薦
し
た
と
の
報
道
が
あ
り

ま
し
た
（
暴
君
と
の
お
付
き
合
い
だ
と
思
い
た
い
で
す

が
、
世
界
に
誇
る
日
本
国
憲
法
を
推
薦
す
る
な
ら
拍
手

喝
采
で
す
）
。

福島執行委員長

２
０
２
６
年

新
年
の
あ
い
さ
つ

自
治
労
大
阪
府
本
部
全
国
一
般
大
阪
地
方
労
働
組
合

執
行
委
員
長

福
島
憲
一

ま
た
、
高
市
首
相
が
米
海
軍
横
須
賀
基
地
を
訪
問
し
、

米
空
母
に
乗
艦
し
て
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
肩
を
組
ん
で

い
る
姿
が
大
々
的
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
沖
縄
な

ど
で
相
次
ぐ
米
軍
兵
士
に
よ
る
犯
罪
行
為
に
対
す
る
政

府
の
対
応
を
見
る
と
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
計
り
知
れ
な
い

ほ
ど
大
き
い
。
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
を
言
う
の
で
あ
れ

ば
、
米
軍
基
地
に
行
く
の
で
な
く
ま
ず
沖
縄
に
行
く
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

昨
年
末
、
厚
労
省
が
自
民
会
合
で
、
“
裁
量
労
働
制

は
上
限
規
制
（
時
間
外
労
働
）
の
適
用
除
外
で
あ
る
”

と
い
う
誤
っ
た
説
明
を
行
っ
て
い
た
と
の
報
道
が
あ
り

ま
し
た
（
そ
の
後
陳
謝
、
修
正
）
。
「
働
き
方
改
革
」

の
一
環
と
し
て
野
党
か
ら
反
対
が
多
か
っ
た
裁
量
労
働

制
法
制
化
の
際
、
労
働
時
間
が
無
制
限
に
な
る
こ
と
へ

の
歯
止
め
（
過
労
死
防
止
）
と
し
て
上
限
規
制
が
課
さ

れ
た
も
の
で
適
用
除
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
故
労
働

法
制
の
プ
ロ
で
あ
る
厚
労
省
の
役
人
が
こ
の
よ
う
な
失

態
を
行
う
の
か
。
経
団
連
は
以
前
か
ら
労
働
規
制
の
緩

和
（
特
に
労
働
時
間
の
上
限
規
制
撤
廃
）
を
政
府
に
要

請
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
「
無
制
限
働
か
せ
放
題
」

と
の
レ
ッ
テ
ル
を
ご
ま
か
す
た
め
に
「
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
」
と
言
っ
た
り
、
「
裁
量
労

働
制
」
、
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
、
最

近
は
「
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
（
規
制
緩
和
）
」
や
「
働
き

方
改
革
」
か
ら
「
働
き
た
い
改
革
」
と
あ
の
手
こ
の
手

で
、
労
働
基
準
法
の
空
洞
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
新
語
・
流
行
語
大
賞
は
“
働
い
て
働
い
て…

働

い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
”
（
高
市
首
相
）
が
選
ば
れ
ま

し
た
が
、
長
時
間
労
働
に
苦
し
む
労
働
者
は
益
々
追
い

詰
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
昨
年
10
月
に
東
京
地
裁
で
私

た
ち
労
働
組
合
に
と
っ
て
許
し
が
た
い
判
決
が
言
い
渡

さ
れ
ま
し
た
。
産
業
別
労
働
組
合
で
あ
る
全
日
本
建
設

運
輸
連
帯
労
働
組
合
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
（
以
下
関

生
支
部
）
の
争
議
行
為
（
ス
ト
ラ
イ
キ
含
む
）
が
威
力

業
務
妨
害
や
恐
喝
と
さ
れ
た
事
件
で
す
。
国
や
府
県
が

不
当
な
捜
査
を
行
っ
た
と
し
て
、
組
合
側
が
損
害
賠
償

を
求
め
た
提
訴
（
国
、
滋
賀
、
和
歌
山
、
京
都
）
を
地

裁
が
退
け
た
と
い
う
も
の
で
し
た
。
問
わ
れ
た
の
は
組

合
活
動
の
「
正
当
性
」
で
し
た
。
去
る
18
～
19
年
、
関

生
支
部
で
生
コ
ン
出
荷
を
阻
む
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
が

「
犯
罪
」
と
見
な
さ
れ
、
威
力
業
務
妨
害
や
脅
迫
の
容

疑
な
ど
で
の
べ
81
人
も
の
組
合
員
が
逮
捕
さ
れ
た
が
、

後
に
「
正
当
な
組
合
活
動
だ
っ
た
」
と
し
て
15
人
に
無

罪
判
決
（
日
本
の
刑
事
裁
判
で
は
異
例
の
高
さ
）
が
出

ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
事
件
後
、
１
３
０
０
人
の
組
合

員
の
内
８
０
０
人
近
く
が
脱
退
し
た
と
い
い
ま
す
。

問
題
は
、
大
津
地
裁
で
の
地
検
検
事
ら
の
取
り
調
べ
録
音
・
録
画

再
生
で
、
検
事
「
組
合
は
今
後
も
続
け
る
の
か
、
続
け
る
な
ら
同

じ
目
に
遭
う
よ
、
家
族
に
も
心
配
か
け
続
け
る
の
か
」
、
副
検
事

「
こ
っ
ち
に
は
警
察
と
検
察
官
は
何
人
も
い
る
、
連
帯
（
組
合
）

を
き
ち
っ
と
削
っ
て
く
だ
さ
い
よ
と
い
う
話
も
あ
る
、
こ
れ
か
ら

ど
ん
ど
ん
削
っ
て
い
き
ま
す
よ
」
と
い
う
問
題
発
言
が
明
か
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
発
言
が
労
使
間
な
ら
、
間
違
い
な
く
不
当
労

働
行
為
と
見
な
さ
れ
る
悪
質
な
も
の
で
す
が
、
国
家
権
力
な
ら
無

罪
な
の
か
、
何
を
言
っ
て
も
い
い
の
か
。
国
家
権
力
は
労
働
組
合

つ
ぶ
し
を
行
っ
て
も
罪
に
問
わ
れ
な
い
の
か
。
こ
の
判
決
は
国
家

権
力
に
お
墨
付
き
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
公
然
と
組

合
つ
ぶ
し
を
行
う
国
家
権
力
に
「
ス
パ
イ
防
止
法
」
な
ど
と
い
う

武
器
を
与
え
て
は
い
け
な
い
。
労
働
法
学
者
の
有
志
は
こ
の
捜
査

に
対
し
２
０
１
９
年
に
「
戦
後
、
つ
み
あ
げ
ら
れ
て
き
た
組
合
活

動
の
保
障
を
意
図
的
に
無
視
す
る
も
の
だ
」
と
の
声
明
を
出
し
ま

し
た
。
裁
判
は
今
後
も
続
き
ま
す
が
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
中
小
労
働
者
の
雇
用
と
生
活
・
権
利
を
守

り
、
争
議
組
合
へ
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
支
援
そ
し
て
自
治
労
傘

下
に
お
い
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
組
評
議
会
（
公
民
評
）
の
仲

間
を
含
む
全
て
の
働
く
者
と
連
帯
し
て
反
戦
・
反
核
・
護
憲
・
平

和
・
人
権
・
民
主
主
義
を
守
る
運
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
全
国

一
般
運
動
・
合
同
労
組
運
動
の
継
承
発
展
、
そ
し
て
２
０
２
６
春

闘
勝
利
を
め
ざ
し
て
団
結
し
て
と
も
に
闘
い
ま
し
ょ
う
！
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